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①AIによる地域課題解決

AI応用研究所：2020年4月開所
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②AI技術者の輩出 → DS・AIリテラシ教育
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 本学：２０２０年後期から「AI概論」を開始

 対象：全学科1年生を対象（必修科目）実施中

 学共通教育のAI教育カリキュラム（シラバス）の作成・

AI教育 → AI応用研究所が担当

＜現在の実施方法＞「AI概論」 専任教員1名＋SA

全1年生を30人規模の14クラスに分けた少人数教育

遠隔ビデオ講義7回・対面講義8回を隔週で受講

数理・データサイエンス・AIリテラシー教育
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カリキュラム作成：

モデルカリキュラムと教育方法を参考
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モデルカリキュラム：導入分野

導入 １．人工知能（AI）とはなにか

導入 ２．社会におけるデータ・AI利活用（グループワーク：調査）
・データ・AI 利活用における留意事項
・データを守るうえでの留意事項 → 個人レポート

導入
導入

３．AI利活用における最新動向 (ビジネス・テクノロジー)
４．グループによる調査内容の発表→ 来年度「AI活用演習」

本学 → 座学（講義動画）
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授業動画視聴後の課題レポート例
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・手書き記入用ノートを印刷・配布
・授業用MoodleにファイルもUP

→ ワープロ入力して印刷も可
→ 9割以上の学生が手書きで提出

・一言、必ずコメントを記入
・隔週で行う対面講義の際に、
学生の顔を見ながら返却
→ 学生へのフィードバック
→ 学生の顔を覚える

・学生への質問には（できるだけ）
親切に対応
→ 学生の理解度を知る。
（何に困っているのか？）

授業動画視聴後のノート（建築の学生）
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心得（データ・AI利活用の留意事項）

本学 → グループディスカッション・発表

心得
データ・AI利活用における留意事項

・データ・AI 利活用における留意事項
・データを守るうえでの留意事項

グループ発表 →

来年度 AI活用演習で実施

「AIの課題と今後の発展」
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学生のノート例と小テスト解答例
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G検定の問題授業動画視聴後のノート（交通の学生）

日本ディープラーニング協会
https://www.jdla.org/certificate/general/

内容の確認
外部試験による
評価
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基礎（データリテラシー）

本学 → プログラミング対面（人数：半分ずつ）
オプション プログラミング基礎・

アルゴリズム基礎
Pythonの基礎（１）データ・処理・関数

オプション 統計および数理基礎 主な統計量（平均・分散・標準偏差）

基礎 データリテラシー
（プログラミング）

Pythonの基礎（２）Pandas(データの読み
込み、データ抽出、統計量の算出）
・Matplotlib（ヒストグラム、箱ひげ図、
相関関係）

必携PCの環境構築（インストール）からスタート
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モデルカリキュラム（オプション）

４－１ ４－３ AIのための基礎数学 線形代数の基礎 Numpyを用いた演習

４－１ ４－３ 要約統計量、前処理

４－３ ４－８ 機械学習実践（１）演習「犬・猫の分類」
（２） 課題「手書き数字の分類」

４－３、６、８ 機械学習実践 分析データを基にした花の分類
→ 来年度（復習として）

４－３, ４, 8 機械学習実践（３）「回帰」ビットコインの予測

４－３、６、８ 機械学習実践 「外れ値、スケーリング考慮の家賃予測」
→ 来年度「AI活用演習」で
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Pythonによる演習例

Jupyter notebookでファイルを配布→ その日の学習内容解説
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必要なライブラリの読み込み
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データの読み込み
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要約統計量：
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データの可視化：ヒストグラム
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データの可視化：散布図
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データの可視化：棒グラフ
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データの可視化：箱ひげ図
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機械学習の例：犬と猫の分類
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画像の表示・データの内部表現
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訓練データとテストデータにわける
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訓練データを用いた分類器の作成



23
Copyright 2020  Kurume Institute of Technology

画像の分類・混合行列：結果表示

課題：手書き文字」
の分類へ
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工学系学生：1年時にプログラミングの経験・必携PCの利用

Pythonを選択 ※開発環境Anacondaを利用

Pythonで利用されるライブラリを含んだ開発環境

Pandas（データ分析）、Matplotlib（グラフ描画）

Numpy scikit-learn(サイキットラーン)

※オープンソースの機械学習ライブラリ

手を動かすプログラミングによる演習が半分
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名称は「AI概論」ですが….
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① 導入(AI活用最新動向、活用例、学習理論)

② 基礎統計、予測・検定に関する理解（新井先生：座学） 演習①

③ 単回帰分析、重回帰分析の理解

④ SVM学習画像分類 （機械学習の演習例として） 演習②

⑤ 決定木、主成分分析 演習③ execise3.pdf

⑥ クラスタリング 演習④ execise4.pdf

⑦ ニューラルネットワークの基礎の理解

⑧ Pythonによるニューラルネットワーク演習 演習⑤

⑨ CNNによる画像分類

⑩ PythonによるCNN画像分類 演習⑥

⑪ RNN(LSTM)による時系列解析の理解

⑫ PythonによるRNN(LSTM)による時系列解析演習 演習⑦

⑬ DQNによる強化学習の理解

⑭ PythonによるDQNによる強化学習演習 演習⑧

⑮ AIの課題と今後の発展
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2年「AI活用演習」 どこまでやれる？
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AI活用演習 基礎統計・検定に関する理解



27
Copyright 2020  Kurume Institute of Technology

AI活用演習 アルゴリズムの比較
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最終評価・エラー分析
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アルゴリズムの選択・比較
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アルゴリズムの比較
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モデルの最終評価
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実際の値と予測値の比較



AI数学として数学の基礎を学ぶ

Pythonによるプログラミングの基礎を学ぶ体験

Pythonによるデータ解析・視覚的理解

機械学習（ディープラーニング）の体験
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全学生対象の内容

本学のAIリテラシー教育
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AIで地域課題などの解決ができる人材育成

「本学の地域性、特色を表す教育プログラム」
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予定：2021年前期「AI活用演習」
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AI活用演習の１クラス：５学科混成の優秀者クラスを作る

Udemyのアカデミックサブスクリプションを導入予定

成績上位層への教育リソースの提供→自ら学ぶ学生へ

目指す大学像を実現するための地域課題解決力を持った学生
を育成

大学キャンパス外のデータを使った実装の実績

地域企業の生データを使ったAI教育プログラム

※AI技術を生かした地域課題解決に取り組む学生トップランナーを育成

AI概論 AI活用演習 地域連携Ⅱ ゼミ・卒研




